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市役所電話番号
　本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111　羽黒庁舎☎62‐2111
　櫛引庁舎☎57‐2111　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111

鶴岡市職員採用試験【令和４年４月１日採用予定】

■募集職種・受験資格

▷�上級行政（大卒程度）…昭和62年４月２日～平
成12年４月１日に生まれた方
▷�上級土木（大卒程度）…昭和62年４月２日～平
成12年４月１日に生まれた方
▷�土木（社会人経験者）…昭和57年４月２日以降
に生まれ、技術士、技術士補または１級土木施工
管理技士の資格を有し、民間企業の社員または公
務員として設計業務、施工管理等の経験が５年以
上ある方
▷�保健師（短大卒程度）…昭和62年４月２日以降
に生まれ、保健師免許を取得している方及び令和
４年４月までに取得見込みの方
▷�診療放射線技師（短大卒程度）…昭和62年４月
２日以降に生まれ、診療放射線技師免許を取得し
ている方及び令和４年４月までに取得見込みの方
▷�臨床工学技士（短大卒程度）…昭和62年４月２
日以降に生まれ、臨床工学技士免許を取得してい
る方及び令和４年４月までに取得見込みの方
▷看護師［助産師］（短大卒程度）…昭和52年４月
　２日以降に生まれ、看護師免許を取得している方
　及び令和４年４月までに取得見込みの方
　※�看護師免許と併せて助産師免許を取得している
方及び令和４年４月までに取得見込みの方も募
集します。

■試験日時・会場・申込み

▷�上級行政・上級土木・土木（社会人経験者）・保
健師

▲

１次試験
　�全国の試験会場（テストセンター）でオンライン
受験
　６月28日○月～７月11日○日

▲ �

２次試験
　�１次試験に合格した方を対象に、８月上旬に実施
予定（ウェブ面接で実施する場合があります）

▲

申込み
　・�試験案内は市HP「人事・職員採用」に掲載し
ています

　・�申込みは６月１日○火～18日○金に市HP「電子申請」
からの手続きを原則とします。電子申請ができ
ない場合はご相談ください

▷�診療放射線技師・臨床工学技士・看護師［助産師］　

▲

適性検査
　�全国の試験会場（テストセンター）でオンライン
受験
　６月28日○月～７月11日○日

▲ �

面接試験
　�７月下旬～８月上旬に実施予定（ウェブ面接で実
施する場合があります）

▲

申込み
　・�試験案内は同院HPに掲載しています
　・�申込みは６月１日○火～18日○金に申込書を同院
総務課へ（郵送の場合18日○金までの消印有効）。
市HP「電子申請」からも手続きできます

■問本所職員課☎内線326、荘内病院総務課☎26‐5111

上記職種のほかに、初級行政、消防士等の採用
試験を９月に予定しています。

　

５
月
８
日
、
出
羽
三
山
丑
歳
御
縁
年
の
そ

の
お
山
で
、
田
植
え
を
再
現
し
て
い
る
儀
式

を
眺
め
て
い
た
。
庄
内
平
野
は
田
植
え
の
真

っ
盛
り
。農
業
の
み
な
ら
ず
、地
域
の
事
業
者
、

経
済
は
コ
ロ
ナ
で
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い

る
。
そ
の
時
、
異
形
の
お
姿
に
な
っ
た
皇
子

の
姿
が
頭
に
浮
か
ん
だ
。
田
植
え
の
儀
式
は
、

民
衆
に
寄
り
添
い
、
人
々
の
苦
悩
を
引
き
受

け
、
そ
し
て
異
形
の
お
姿
に
な
っ
た
と
い
う

皇
子
の
教
え
を
今
に
伝
え
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
た
。
１
４
０
０
年
の
時
を
超
え
て
。

　

４
月
中
旬
か
ら
本
市
で
も
再
び
感
染
が
拡

大
し
、
県
と
市
と
の
合
同
要
請
、
市
独
自
の

特
別
警
戒
の
呼
び
掛
け
な
ど
、
市
民
の
皆
様

に
一
層
の
感
染
拡
大
防
止
の
行
動
を
お
願
い

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
地
域
経
済
、
社
会
活

動
に
も
大
き
な
制
約
が
生
じ
た
。
市
で
は
、

４
月
ま
で
ペ
イ
ペ
イ
を
活
用
し
た
消
費
喚
起

策
を
行
い
、
一
定
の
売
上
げ
増
加
に
つ
な
が

っ
た
面
も
あ
る
が
、
多
岐
に
わ
た
る
業
種
、

事
業
者
の
皆
様
に
対
し
て
は
、
当
然
そ
の
効

果
も
様
々
で
あ
る
。

　

市
議
会
３
月
定
例
会
に
提
案
し
た
中
小
企

業
振
興
条
例
案
が
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
る
。

鶴
岡
市
内
の
企
業
の
99
％
は
中
小
企
業
で
あ

り
、
そ
の
９
割
を
小
規
模
企
業
が
占
め
て
い

る
。
中
小
企
業
は
地
域
経
済
、
そ
し
て
日
本

経
済
の
基
盤
な
の
だ
。
提
案
し
た
条
例
は
、

い
わ
ゆ
る
理
念
条
例
で
、
条
例
そ
の
も
の
が

市
民
・
事
業
者
の
権
利
を
制
限
し
、
義
務
を

課
し
た
り
、
あ
る
い
は
事
業
者
へ
の
財
政
支

援
の
実
施
を
規
定
し
た
り
す
る
も
の
で
は
な

い
。
小
規
模
企
業
を
含
む
中
小
企
業
の
振
興

の
た
め
に
、
行
政
・
事
業
者
・
経
済
団
体
・

市
民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
の
下
に
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
を
明
確
化
し
た
も
の
で
、

同
趣
旨
の
条
例
が
既
に
県
内
20
市
町
村
で
制

定
さ
れ
て
い
る
。
議
会
か
ら
は
、
市
民
の
皆 （41）
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令和２年度情報公開・個人情報保護条例の施行状況
■問本所総務課☎内線314

【情報公開】　　　　　　　　　　　　　　　　　�（　）内は対象の公文書数　

開示請求件数
開示決定等の件数 審査請求

件数全部開示 部分開示 不開示
合計 45 27（165） 35（867） 11（‐） 2

内訳

①市長部局…28
②教育委員会…12
③選挙管理委員会…2
④消防…3

①13（48）
②11（45）
③ 1（70）
④ 2（2）

①20（396）
②12（210）
③ 2（253）
④ 1（8）

① 5（‐）
② 6（‐）

① 2

【個人情報保護】

開示請求件数
開示決定等の件数 審査請求

件数全部開示 部分開示 不開示
合計 1 ‐ 1（1） 1（1） ０
内訳 市長部局…1 ‐ 1（1） 1（1） ０

　鶴岡市情報公開条例及び
鶴岡市個人情報保護条例の
規定に基づき、令和２年度
の施行状況をお知らせしま
す。
　荘内病院、監査委員、農
業委員会、固定資産評価審
査委員会、議会は請求件数
が０件のため掲載していま
せん。
　１つの開示請求に対し複
数の決定が行われる場合が
あるため、請求の件数と決
定等の件数は一致しません。

開かれた市政を�

令和２年度審議会等公開及び意見公募の実績
■問本所総務課☎内線314

　市では、市政への市民参画や市政の透明化を目指し、審議会等の公開や市が作成した計画等に対する意見
公募（パブリック・コメント）を行っています。令和２年度の実績をお知らせします。

【審議会等公開】 【意見公募】

担当 審議会等の回数 うち公開された回数
市長部局 74 62
教育委員会 12 11
荘内病院 4 4
合計 90 77

担当 公募件数 寄せられた意見の数
市長部局 10 31
教育委員会 0 0
荘内病院 1 0
合計 11 31

様
な
ど
の
意
見
を
伺
う
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
を
実
施
す
べ
き
と
の
ご
指
摘
を
頂
き
、
継

続
審
査
と
な
っ
た
後
に
実
施
し
た
と
こ
ろ
、

意
見
提
出
者
は
１
名
の
み
で
あ
り
、
条
例
の

修
正
を
求
め
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
鶴
岡

商
工
会
議
所
、
出
羽
商
工
会
も
早
期
成
立
を

求
め
て
お
り
、
必
要
が
あ
れ
ば
前
文
の
追
加

を
含
め
所
要
の
修
正
を
行
い
、
こ
の
コ
ロ
ナ

禍
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
で
き
る
だ
け
早
く
中

小
企
業
を
応
援
す
る
条
例
の
成
立
を
図
り
た

い
。
条
例
制
定
の
暁
に
は
、
理
念
条
例
の
趣

旨
を
踏
ま
え
た
具
体
的
な
中
小
企
業
の
応
援

に
更
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

同
じ
く
３
月
定
例
会
で
は
、
鶴
岡
市
立
農

業
経
営
者
育
成
学
校
（
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｄ
Ｓ
）
に
係

る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
経
費
（
１
、５
０
０
万

円
）
を
予
備
費
に
回
す
処
理
が
行
わ
れ
た
。

議
会
か
ら
は
、
研
修
生
の
募
集
の
在
り
方
と

学
校
の
実
態
に
つ
い
て
厳
し
い
ご
意
見
を
い

た
だ
い
た
。
昨
年
度
入
校
し
た
研
修
生
13
人

の
う
ち
４
月
末
ま
で
に
８
人
が
退
校
し
た
。

地
元
に
就
職
し
た
り
、
進
路
変
更
し
た
り
し

た
研
修
生
も
い
る
の
で
、
全
て
を
後
ろ
向
き

に
捉
え
る
必
要
は
な
い
が
、
議
会
の
指
摘
も

踏
ま
え
、
新
た
に
校
長
を
配
置
し
、
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
を
増
員
す
る
な
ど
改
善
を
図
っ
て
い

る
。
こ
の
春
に
は
２
期
生
９
名
を
お
迎
え
し

て
お
り
、「
研
修
生
フ
ァ
ー
ス
ト
」
の
姿
勢

で
研
修
内
容
の
充
実
、
地
元
就
農
の
実
現
に

向
け
て
Ｊ
Ａ
、
農
業
委
員
会
等
と
も
連
携
し
、

地
域
農
業
を
支
え
る
人
材
の
育
成
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

　

１
年
を
超
え
て
第
４
波
に
至
っ
た
コ
ロ
ナ

は
ま
さ
に
国
難
だ
。
ワ
ク
チ
ン
の
予
約
で
も

工
夫
は
凝
ら
し
た
が
、
電
話
の
集
中
な
ど
改

善
す
べ
き
こ
と
も
多
か
っ
た
。
振
り
返
れ
ば
、

う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
た
だ

下
は
向
か
な
い
、
私
の
モ
ッ
ト
ー
は
改
善
だ
。

市
民
の
皆
様
の
た
め
に
、
う
ま
く
い
か
な
か

っ
た
こ
と
の
原
因
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
市

議
会
の
意
見
に
も
真
摯
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、

誠
実
に
、
勇
気
を
持
っ
て
小
さ
な
改
善
、
大

き
な
改
善
に
日
々
取
り
組
ん
で
い
る
。

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。
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現在、学生の方が対象です。利用を希望する方を募集します�

つるおかエール奨学金返済支援制度【学生応募枠】
■申本所政策企画課☎内線565

■支援額
　就学期間に借り入れた奨学金等（上限：４万2,000円 ×12か月×正規の修学年数）を10年間分割して支給
■対象者
　次の（１）～（５）全てに該当する方

■応募書類
　�やまがた就職促進奨学金返還支援事業への応募に必
要な書類等（利用している資金等により異なります）
■募集期間
　�６月１日○火～ 30日○水午後５時
※市HP「電子申請」からも応募できます。 ※詳細は市HPに掲載の募集要項やQ&Aをご覧ください。

■支援の流れ

鶴岡市出身者等が奨学金等を利用して進学し、卒業後に市内に居住・就業した場合に、奨学金の返済を支援し
ます。

大学等の高等教育機関
在学中に応募

大学等卒業後13か月以
内に市内に居住・就職

市内に居住・就職して
から３年経過 支援金給付（10年間）

若者世帯の住宅の新築に補助します�

つるおか住宅活性化ネットワーク�若者世帯新築支援事業
■申本所建築課内「つるおか住宅活性化ネットワーク」事務局☎内線484

■対象
　次の①②の両方に該当する世帯先着20件
　①�市内に自ら居住するつるおか住宅を新築する若者
世帯

　　　つるおか住宅：�鶴岡産の木材を使い、市内の設
計・建築業者が建てる住宅

　　　若者世帯：�世帯主またはその配偶者のどちらか
が45歳未満である世帯

　②�移住世帯、婚姻世帯、子育て世帯のいずれかの世帯
　　　移住世帯：�平成28年 4月 1日以降に市内に転

入した世帯、または転入する世帯
　　　婚姻世帯：�平成28年 4月 1日以降に婚姻した

世帯、または実績報告書提出まで婚
姻する世帯

　　　子育て世帯：小学校卒業前の子供がいる世帯
　※�ほかにも要件があります。詳細はお問い合わせく
ださい。

■補助額
　基本額…25万円
　移住世帯加算額…10万円（先着５件）
　※�移住世帯かつ、婚姻世帯または子育て世帯のいず
れかの場合

■募集期間　９月30日○木まで
※�予算の範囲内で行うため、募集期間中に終了する場
合があります。
※�申請書類やパンフレットは同ネットワークHPからダ
ウンロードすることもできます。

市内出身者 市外出身者

（１）大学院、大学、高等専門学校、短期大学、専修学校専門課程等に在学している
山大農学部、公益大、鶴岡高専、慶應先端研、
荘内看護専門学校等に在学している

（２）
日本学生支援機構第一種・第二種奨学金、鶴岡
市育英奨学金または市が指定する金融機関の貸
付けのいずれかを利用している

日本学生支援機構第一種・第二種奨学金のいず
れかを利用している

（３）大学等卒業後、市内企業等への就業または市内での創業を希望する（公務員を除く）
（４）大学等卒業後、13か月以内に市内に居住・就業し、３年以上継続する見込みである
（５）やまがた就職促進奨学金返還支援事業へ応募する（金融機関の貸付けの利用者を除く）
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健
康
・
福
祉

個
別
特
定
健
診
が
始
ま
り
ま
し
た

■日
６
月
１
日
○火
～
９
月
30
日
○木
の
開
院
日

■場
市
内
医
療
機
関　

■対
昭
和
27
年
４
月
１
日

以
前
に
生
ま
れ
た
方
（
市
が
実
施
す
る
人
間

ド
ッ
ク
や
集
団
健
診
と
重
複
し
て
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
）　

■持
特
定
健
診
受
診
券
、
医
療
保

険
被
保
険
者
証　

■問
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）

☎
内
線
３
６
６　

■他
予
約
な
ど
を
医
療
機
関

に
確
認
の
上
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い

福
祉
活
動
・
心
身
障
害
児
療

育
支
援
活
動
に
助
成
し
ま
す

■対
社
会
福
祉
活
動
や
心
身
障
害
児
療
育
支
援

を
行
う
団
体
や
個
人　

■内
①
福
祉
活
動
助
成

金
…
地
域
福
祉
・
在
宅
福
祉
の
推
進
、
福
祉

に
関
す
る
調
査
・
研
究
、
福
祉
関
係
者
の
研

修
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
活
性
化
、
福
祉

意
識
の
高
揚
・
啓
発　

②
心
身
障
害
児
療
育

支
援
助
成
金
…
障
害
児
の
地
域
福
祉
・
在
宅

福
祉
の
推
進
を
目
的
と
す
る
事
業
、
療
育
に

関
す
る
調
査
・
研
究
・
研
修　

■
助
成
額

対
象
経
費
の
４
分
の
３
以
内　

■申
６
月
30
日

○水
ま
で　

①
…
本
所
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
室

☎
内
線
７
０
７
へ　

②
…
本
所
福
祉
課
☎
内

線
１
９
８
へ

あ
ん
し
ん
見
守
り
コ
ー
ル
の
設
置

　

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
等
の
電
話
機
に
、
通

市
政

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化

推
進
委
員
会
の
委
員
募
集

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
・
活
性
化
に

向
け
た
取
り
組
み
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意

見
を
反
映
す
る
た
め
、
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
任
期　

委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間　

■対
市
内

に
在
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学
す
る
20
歳
以
上

の
方
４
人
程
度　

■申
６
月
15
日
○火
ま
で
本
所

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
課
☎
内
線
１
２
９
へ　

■他
応
募
用
紙
は
同
課
及
び
各
地
域
庁
舎
総
務

企
画
課
に
設
置
。
市
HP

小
学
校
プ
ー
ル�

監
視
補
助
員
募
集

■
要
件　

高
校
生
以
上

で
、
監
視
補
助
業
務
に

専
念
し
泳
げ
る
方　

■

勤
務
期
間　

小
学
校
の

夏
休
み
期
間
（
7
月
25

日
頃
か
ら
約
１
か
月

間
）
の
プ
ー
ル
開
放
日

（
月
曜
～
金
曜
日
の
１

日
6
時
間
〈
5
日
～
10

日
程
度
〉）　

■
募
集
人
数　

各
校
若
干
名　

■
時
給　

８

６
３
円　

■
募
集
校　

黄
金
小
☎
22
‐
５
７

４
２
、
羽
黒
小
☎
62
‐
２
１
４
８
、
櫛
引
東

小
☎
57
‐
２
１
０
５
、
櫛
引
南
小
☎
57
‐
２

１
０
７　

■申
６
月
14
日
○月
ま
で
勤
務
を
希
望

す
る
小
学
校
へ

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

マイナンバーカードがお得です�

証明書のコンビニ交付手数料を値下げします
■問本所市民課☎内線158

７月１日から、マイナンバーカードを利用して、コンビニのマルチコピー機及び市役所本所市民課ロビーに設
置の証明書交付機で各種証明書を取得する場合、市役所窓口で取得するより交付手数料が安くなります。

■交付手数料（１通）

※�請求時に本市に住民登録のある方に限ります（戸籍
全部〈個人〉事項証明書、戸籍の附票の写しは本市
に住所・本籍のある方）。
■利用できるコンビ二等・時間
　 ▽ �全国のセブン ‐イレブン・ローソン・ファミリー
マートのマルチコピー機

　　�午前 6時30分～午後11時（12月29日～１月３
日及びシステムメンテナンス時間帯を除く）

　 ▽本所市民課ロビーに設置の交付機
　　本所開庁時間
　※�戸籍全部（個人）事項証明書・戸籍の附票の写し
は月曜～金曜日（祝日を除く）午前９時～午後５
時15分

■取得に必要なもの
　利用者証明用電子証明書が
記録されているマイナンバー
カード、カード交付時に設定
した４桁の暗証番号、交付手
数料　

７月１日から市民課ロビーに証明書交付機を設置
　コンビニ交付と同じ手数料で利用できます。マ
イナンバーカードをまだお持ちでない方は、この
機会に取得してはいかがですか。

取得できる証明書 コンビニ交付 窓口交付
住民票の写し 200円 400円
印鑑登録証明書 200円 400円
所得・課税証明書 200円 400円
戸籍全部（個人）事項証明書 250円 450円
戸籍の附票の写し 200円 400円

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。
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各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
証
の

更
新
時
期
で
す

　

医
療
証
を
お
持
ち
の
方
に
、
更
新
用
の
申

請
書
類
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
６
月
４
日
○金

ま
で
に
郵
送
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
手
続

き
が
遅
れ
る
と
医
療
証
を
継
続
し
て
使
用
で

き
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

前
年
度
ま
で
非
該
当
だ
っ
た
方
な
ど
、
新

た
に
医
療
証
の
交
付
を
希
望
す
る
場
合
は
、

保
険
証
、
印
鑑
を
お
持
ち
の
上
、
手
続
き
し

て
く
だ
さ
い
。

■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
２
８
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

子
育
て
・
教
育

児
童
手
当
現
況
届
の
提
出
を

お
忘
れ
な
く

　

児
童
手
当
受
給
者
へ
５
月
末
に
現
況
届
の

用
紙
を
送
付
し
ま
し
た
。
同
封
の
「
記
入
方

法
」
等
を
参
考
に
６
月
末
ま
で
に
必
要
書
類

を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
が
な

い
場
合
、
児
童
手
当
の
支
給
が
停
止
さ
れ
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■問
本
所
子
育
て
推
進
課
☎
内
線
１
５
０
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

６
月
は
児
童
手
当
の�

支
給
月
で
す

　

児
童
手
当
は
中
学
校
修
了
前
ま
で
の
児
童

を
養
育
し
て
い
る
方
に
年
３
回
（
６
月
・
10

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

一
緒
に
使
用
す
る
も
の
で
す
。
保
険
証
が
変

わ
っ
た
場
合
は
忘
れ
ず
に
手
続
き
し
て
く
だ

さ
い
。

■持
新
し
い
健
康
保
険
証
、
福
祉
医
療
証
、
印

鑑
（
扶
養
者
の
変
更
が
あ
っ
た
場
合
）

▼
限
度
額
適
用
認
定
証　

入
院
な
ど
で
医
療

費
が
高
額
に
な
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
保

険
者
に
限
度
額
適
用
認
定
証
の
申
請
を
行
い
、

医
療
機
関
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
所
得
に

よ
り
、
食
事
代
が
軽
減
さ
れ
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

■申
各
医
療
保
険
者
（
市
〈
国
民
健
康
保
険
〉、

各
健
康
保
険
組
合
等
）

▼
高
額
療
養
費
代
理
請
求
・
返
還
に
ご
協
力

く
だ
さ
い　

高
額
療
養
費
の
対
象
と
な
る
方

に
書
類
を
送
付
し
ま
す
の
で
ご
提
出
を
お
願

い
し
ま
す
。
提
出
が
遅
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

保
険
者
か
ら
被
保
険
者
の
方
に
高
額
療
養
費

が
支
給
さ
れ
た
場
合
は
、
福
祉
医
療
負
担
分

の
返
還
が
必
要
で
す
。

▼
共
通　

■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
２

８
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

重
度
心
身
障
害（
児
）者
医
療

証
更
新
の
お
知
ら
せ

　

現
在
医
療
証
を
お
持
ち
の
方
に
つ
い
て
は
、

受
給
資
格
要
件
、
所
得
要
件
の
確
認
を
行
い

対
象
と
な
る
場
合
は
６
月
30
日
○水
ま
で
に
医

療
証
を
お
送
り
し
ま
す
。

　

前
年
度
ま
で
非
該
当
だ
っ
た
方
な
ど
、
新

た
に
医
療
証
の
交
付
を
希
望
す
る
場
合
は
、

保
険
証
、
印
鑑
、
身
体
障
害
者
手
帳
等
を
お

持
ち
の
上
、
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
２
８
ま
た
は

は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

年
金
・
医
療

産
前
産
後
期
間
の
国
民
年
金

保
険
料
免
除
に
つ
い
て

■対
次
の
全
て
に
該
当
す
る

方　

①
国
民
年
金
第
１
号

被
保
険
者　

②
出
産
日
が

平
成
31
年
２
月
１
日
以
降　

③
妊
娠
85
日
以
上
の
出
産

（
死
産
・
流
産
・
早
産
を

含
む
）　

■
届
出　

出
産
予
定
日
の
６
か
月

前
か
ら　

■
免
除
期
間　

出
産
予
定
日
ま
た

は
出
産
日
が
属
す
る
月
の
前
月
か
ら
４
か
月

間
（
多
胎
妊
娠
の
場
合
は
、
出
産
予
定
日
ま

た
は
出
産
日
が
属
す
る
月
の
３
か
月
前
か
ら

６
か
月
間
）　

■問
鶴
岡
年
金
事
務
所
☎
23
‐

５
０
４
０
、
本
所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
１

３
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

福
祉
医
療
証
（
身○
・
子○
・
親○
）

を
お
持
ち
の
方
へ

▼
医
療
費
の
払
戻
し
が
受
け
ら
れ
ま
す　

県

外
の
医
療
機
関
で
受
診
し
た
場
合
は
、
医
療

機
関
窓
口
で
の
助
成
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

申
請
に
よ
り
払
戻
し
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
手
続
き
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■持
印
鑑
、
領
収
書
、
健
康
保
険
証
、
福
祉
医

療
証
、
通
帳
（
未
成
年
の
場
合
は
健
康
保
険

で
扶
養
し
て
い
る
方
名
義
の
も
の
）

▼
健
康
保
険
証
が
変
わ
っ
た
場
合
は
手
続
き

が
必
要
で
す　

福
祉
医
療
証
は
、
保
険
証
と

報
や
双
方
向
の
会
話
が
で
き
る
通
信
機
器
を

設
置
し
、
生
活
・
健
康
等
に
関
す
る
相
談
や
、

安
否
確
認
、
緊
急
事
態
へ
の
対
応
が
で
き
る

よ
う
支
援
し
ま
す
。

■対
お
お
む
ね
65
歳
以
上
で
一
人
暮
ら
し
の
身

体
虚
弱
な
方
（
要
支
援
ま
た
は
要
介
護
認
定

を
受
け
て
い
る
、
ま
た
は
介
護
予
防
・
日
常

生
活
支
援
総
合
事
業
の
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
に
該
当
す
る
方
）、
身
体
障
害
者
手
帳
１

級
・
２
級
を
所
持
す
る
一
人
暮
ら
し
の
方　

■申
高
齢
者
…
各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、

本
所
長
寿
介
護
課
☎
内
線
１
９
３
ま
た
は
各

地
域
庁
舎
市
民
福
祉

課
へ　

障
害
の
あ
る

方
…
本
所
福
祉
課
☎

内
線
１
３
７
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福

祉
課
へ一

人
暮
ら
し
高
齢
者
等
へ
の
寝
具
類

の
洗
濯
・
乾
燥
・
消
毒
サ
ー
ビ
ス

■対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方　

①
お
お
む
ね

65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
ま
た
は
高
齢
者
の

み
の
市
民
税
非
課
税
世
帯　

②
寝
具
類
の
衛

生
管
理
が
困
難　

③
要
支
援
ま
た
は
要
介
護

認
定
を
受
け
て
い
る
、
ま
た
は
介
護
予
防
・

日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
の
基
本
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
に
該
当
す
る　

■内
市
が
委
託
し
た
業

者
が
寝
具
（
掛
布
団
・
敷
布
団
・
毛
布
・
マ

ッ
ト
レ
ス
）
を
洗
濯
・
乾
燥
・
消
毒
し
ま
す

（
１
人
年
２
回
ま
で
。
１
回
に
つ
き
３
点
ま

で
）　

■
自
己
負
担　

実
施
に
要
し
た
費
用

の
１
割
相
当　

■申
各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
、
本
所
長
寿
介
護
課
☎
内
線
１
９
３
ま
た
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ヒ
ト
ス
ジ
シ
マ
蚊
の
対
策
を

し
ま
し
ょ
う

▼
ヒ
ト
ス
ジ
シ
マ
蚊
と
は　

体
長
４
・
５
㎜

程
度
で
、
黒
色
の
体
に
白
い
し
ま
が
あ
る
蚊

で
す
。
デ
ン
グ
熱
や
ジ
カ
熱
の
感
染
者
が
刺

さ
れ
る
と
、
そ
の
蚊
が
ウ
イ
ル
ス
を
媒
介
し

感
染
が
広
が
り
ま
す
。

▼
生
態　

１
・
２
週
間
、
水
中
で
生
息
し
成

虫
に
な
り
ま
す
。
や
ぶ
や
草
む
ら
な
ど
に
潜

み
、小
さ
な
音
で
飛
び
、日
中
も
吸
血
し
ま
す
。

▼
対
策
の
ポ
イ
ン
ト　

容
器
類
や
古
タ
イ
ヤ
、

植
木
鉢
の
受
け
皿
、
バ
ケ
ツ
等
に
雨
水
が
た

ま
っ
て
ボ
ウ
フ
ラ
が
発
生
し
な
い
よ
う
水
の

除
去
・
清
掃
を
し
ま
し
ょ
う
。
や
ぶ
や
草
む

ら
は
定
期
的
に
草
を
刈
る
な
ど
、
蚊
が
潜
む

場
所
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。
屋
外
で
の
作
業

時
は
、
長
袖
・
長
ズ
ボ
ン
を
着
用
し
、
防
虫

用
品
を
使
用
す
る
な
ど
蚊
か
ら
刺
さ
れ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■問
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
内
線
３
６
１

食
中
毒
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

　

６
月
～
９
月
は
食
中
毒
の
多
発
時
期
で
す
。

▼
食
品
は
十
分
に
加
熱
し
ま
し
ょ
う　

目
安

は
中
心
部
分
の
温
度
が
75
℃
で
１
分
間
以
上

で
す
。

▼
使
用
し
た
調
理
器
具
は
洗
剤
で
よ
く
洗
い

ま
し
ょ
う　

生
肉
・
魚
を
扱
っ
た
後
は
さ
ら

に
熱
湯
を
掛
け
る
な
ど
消
毒
し
ま
し
ょ
う
。

▼
手
洗
い
を
習
慣
に
し
ま
し
ょ
う　

調
理
や

食
事
の
前
、
ト
イ
レ
、
お
む
つ
交
換
、
生
肉

・
魚
を
扱
っ
た
後
は
石
け
ん
で
手
を
よ
く
洗

月
・
２
月
）
支
給
さ
れ
ま
す
。
６
月
に
支
給

さ
れ
る
児
童
手
当
は
、
２
月
～
５
月
分
で
、

６
月
15
日
○火
が
支
給
日
で
す
。

■問
本
所
子
育
て
推
進
課
☎
内
線
１
５
０
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

税
・
生
活
・
そ
の
他

６
月
15
日
に
お
送
り
す
る
市
・
県
民

税
納
税
通
知
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

　

６
月
15
日
○火
に
市
・
県
民
税
納
税
通
知
書

を
お
送
り
し
ま
す
。
令
和
３
年
度
の
市
・
県

民
税
は
昨
年
中
の
所
得
を
基
に
計
算
さ
れ
、

今
年
１
月
１
日
に
住
民
登
録
が
あ
っ
た
市
区

町
村
で
課
税
さ
れ
ま
す
。

■対
普
通
徴
収
及
び
公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴

収
の
方　

■問
本
所
課
税
課
☎
内
線
２
０
１

■他
市
HP

▼
市
・
県
民
税
等
、
市
税
の
納
付
は
口
座
振

替
を
お
勧
め
し
ま
す　

納
付
書
払
い
か
ら
口

座
振
替
に
変
更
し
た
い
方
は
、
口
座
の
あ
る

金
融
機
関
で
手
続
き
で
き
ま
す
。
ま
た
、
納

付
書
払
い
の
方
は
、
各
金
融
機
関
・
コ
ン
ビ

ニ
、
一
部
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ
リ

で
納
付
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
年
金
か
ら
の

特
別
徴
収
の
方
は
、
口
座
振
替
や
納
付
書
払

い
に
は
変
更
で
き
ま
せ
ん
。

令
和
３
年
度
の
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）

納
税
証
明
書（
車
検
用
）を
お
送
り
し
ま
す

■日
６
月
中
旬
ま
で　

■対
車
検
が
必
要
な
車
両

の
軽
自
動
車
税
を
口
座
振
替
で
納
付
し
た
方　

■問
本
所
納
税
課
☎
内
線
２
２
０

で
す
が
、
そ
の
た
め
に
人
の
生
活
が
脅
か
さ

れ
て
良
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
餌
を
与

え
る
方
は
、
そ
の
猫
の
飼
い
主
と
な
り
ま
す
。

自
分
で
責
任
が
持
て
な
い
場
合
は
安
易
に
餌

を
与
え
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▼
猫
に
餌
を
与
え
る
方
は
飼
い
主
と
し
て
の

責
任
を
果
た
し
て
く
だ
さ
い　

猫
は
室
内
で

飼
い
ま
し
ょ
う
。
事
故
等
で
負
傷
し
た
猫
が

保
健
所
に
保
護
さ
れ
て
い
ま
す
。
飼
い
主
が

分
か
る
よ
う
首
輪
や
名
札
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
ト
イ
レ
を
設
置
し
て
ふ
ん
の
始
末
を

し
て
く
だ
さ
い
。
繁
殖
を
望
ま
な
い
場
合
は

避
妊
去
勢
を
し
ま
し
ょ
う
。

▼
犬
・
猫
の
譲
渡　

庄
内
保
健
所
（
☎
66
‐

４
７
４
８
）
で
は
、
犬
・
猫
を
譲
渡
す
る
事

業
の
掲
示
板
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
ど
う
し

て
も
飼
え
な
い
事
情
が
あ
る
場
合
、
譲
り
受

け
た
い
場
合
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■問
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
内
線
３
６
２

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す�

「
川
や
海
を
き
れ
い
に
」
河
川
・
海
岸
一
斉
清
掃

■
河
川
一
斉
清
掃
（
日
時
・
清
掃
区
域
）　

▼
６
月
27
日
○日　

▽
午
前
６
時
～
８
時
…
鶴

岡
地
域
【
大
戸
川
（
国
道
７
号
〈
大
荒
〉
～

火
打
崎
橋
）、
矢
引
川
（
県
道
三
瀬
水
沢
線

〈
矢
引
〉
～
国
道
７
号
〈
大
荒
〉）】　

▼
７
月

４
日
○日　

▽
午
前
５
時
～
７
時
…
櫛
引
地

域
【
田
沢
川
、
角
田
川
、
水
無
川
、
相
模
川
、

山
谷
川
、
馬
渡
川
】　

▽
午
前
６
時
～
７
時

…
鶴
岡
地
域
【
大
山
川
（
石
山
橋
～
新
橋
）

（
坂
野
下
～
新
橋
）、
少
連
寺
川
（
少
連
寺
～

大
山
川
合
流
点
）、
砂
谷
川
（
砂
谷
～
東
目
）、

三
瀬
川（
水
無
～
三
瀬
川
河
口
）、降
矢
川（
三

い
ま
し
ょ
う
。

▼
飲
用
や
野
菜
・
食
器
洗
浄
用
に
井
戸
水
の

使
用
は
控
え
ま
し
ょ
う　

梅
雨
の
時
期
は
雑

菌
が
混
入
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

▼
症
状
が
出
た
ら
直
ち
に
受
診
し
ま
し
ょ
う　

感
染
者
の
約
半
数
は
、
数
日
の
潜
伏
期
間
を

お
い
て
頻
回
の
水
様
便
の
症
状
が
出
ま
す
。

激
し
い
腹
痛
や
血
便
な
ど
重
症
化
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
特
に
乳
幼
児
や
高
齢
者
は
重

症
化
し
や
す
い
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▼
有
毒
植
物
に
注
意
し
ま
し
ょ
う　

山
菜
は

知
っ
て
い
る
も
の
だ
け
を
採
取
し
、
特
に
生

え
始
め
の
山
菜
は
有
毒
植
物
と
区
別
が
難
し

い
の
で
慎
重
に
採
取
し
ま
し
ょ
う
。
有
毒
植

物
が
混
ざ
っ
て
い
る
こ
と
も
多
い
の
で
調
理

前
も
十
分
観
察
し
ま
し
ょ
う
。
吐
き
気
や
し

び
れ
等
の
異
常
が
現
れ
た
ら
残
品
を
持
っ
て

早
急
に
医
療
機
関
で
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

■問
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
内
線
３
６
１

飼
う
人
も
飼
わ
な
い
人
も
住

み
よ
い
ま
ち
に
！

▼
む
や
み
に
野
良
猫
に
触
れ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う　

野
良
猫
に
寄
生
す
る
マ
ダ
ニ
に

よ
っ
て「
重
症
熱
性
血
小
板
減
少
症
候
群（
Ｓ

Ｆ
Ｔ
Ｓ
）」
に
感
染
し
死
に
至
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

▼
野
良
猫
へ
の
餌
や
り
は
や
め
ま
し
ょ
う　

市
に
は
野
良
猫
に
つ
い
て
の
相
談
が
年
間
40

件
以
上
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
多
く
が

ふ
ん
尿
や
餌
や
り
へ
の
苦
情
で
す
。
特
定
の

場
所
に
多
く
の
猫
が
集
ま
り
、
近
隣
へ
の
被

害
が
出
て
い
ま
す
。

　

動
物
に
愛
情
を
掛
け
る
こ
と
は
尊
い
こ
と

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。
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償
責
任
に
備
え
る
保
険

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
自
転
車
安
全
整
備
店

・
保
険
会
社
等
に
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

▽
自
転
車
は
車
道
が
原
則
、
歩
道
は
例
外

▽
車
道
は
左
側
を
走
行
　

▽
歩
道
は
歩
行
優
先
で
車
道
寄
り
を
徐
行

▽
安
全
ル
ー
ル
を
守
る
　

▽
子
供
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
１
８
５

最
長
24
か
月�

移
住
者
の
家
賃
を
補
助
し
ま
す

■対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
世
帯　

①
令
和
３

年
３
月
１
日
～
令
和
４
年
２
月
28
日
に
山
形

県
外
か
ら
鶴
岡
市
に
転
入
し
た　

②
転
入
前

に
市
の
移
住
に
関
す
る
相
談
窓
口
等
を
利
用

し
た　

③
会
社
等
の
転
勤
や
、
進
学
に
よ
る

異
動
で
な
い　

④
本
市
に
定
住
す
る
意
思
が

あ
る　

⑤
ふ
る
さ
と
山
形
移
住
・
定
住
支
援

セ
ン
タ
ー
の
家
賃
補
助
を
受
け
て
い
る　

■

対
象
住
宅
　
移
住
に
際
し
、
申
請
者
本
人
が

自
己
の
居
住
の
た
め
新
た
に
契
約
す
る
住
宅

（
県
営
・
市
営
の
賃
貸
住
宅
、
社
宅
・
寮
な

ど
の
雇
用
主
か
ら
貸
与
さ
れ
る
住
宅
、
３
親

等
以
内
の
親
族
〈
ま
た
は
そ
の
親
族
が
経
営

す
る
法
人
〉が
所
有
す
る
賃
貸
住
宅
を
除
く
）　

■
上
限
額　

月
額
１
万
円　

■申
本
所
地
域
振

興
課
☎
内
線
５
８
６　

■他
市
HP

移
住
者
の
テ
レ
ワ
ー
ク
経
費

を
助
成
し
ま
す

■対
法
人
事
業
者
…
県
外
に
所
在
し
雇
用
す
る

ご
み
分
別
ア
プ
リ
の
導
入
に
向
け
た
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

　

他
市
で
導
入
さ
れ
て
い
る
ア
プ
リ
を
実
際

に
操
作
し
て
い
た
だ
き
、
ア
プ
リ
の
選
定
や

普
及
促
進
方
法
、
廃
棄
物
施
策
へ
の
ご
意
見

を
お
聞
き
す
る
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

開
催
し
ま
す
。
終
了
後
は
新
ご
み
焼
却
施
設

の
見
学
を
行
い
ま
す
。

■日
６
月
26
日
○土
午
前
９
時
30
分　

■場
ご
み
焼

却
施
設　

■申
６
月
15
日
○火
ま
で
廃
棄
物
対
策

課
☎
22
‐
２
８
４
８
へ

本
市
に
住
民
登
録
が
あ
る
方
の

パ
ス
ポ
ー
ト
申
請
は
市
役
所
で

　

申
請
は
本
所
市
民
課
及
び
各
地
域
庁
舎
市

民
福
祉
課
で
受
け
付
け
ま
す
（
交
付
窓
口
は

本
所
市
民
課
の
み
）。
庄
内
総
合
支
庁
で
は

手
続
き
で
き
ま
せ
ん
。

■
申
請
～
交
付
の
日
数　

９
日
間
（
土
曜
・

日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）　

■問

本
所
市
民
課
☎
内
線
１
４
０
ま
た
は
各
地
域

庁
舎
市
民
福
祉
課
へ　

■他
市
HP

自
転
車
保
険
に
ご
加
入
く
だ
さ
い

　

近
年
、
全
国
的
に
な
が
ら
ス
マ
ホ
等
に
よ

る
自
転
車
死
亡
事
故
な
ど
、
自
転
車
側
が
加

害
者
と
な
る
事
故
が
増
え
て
お
り
、
高
額
な

賠
償
を
命
じ
ら
れ
た
事
例
も
あ
り
ま
す
。

 

「
自
転
車
安
全
利
用
５
則
」
を
守
り
、
万
が

一
の
事
故
に
備
え
て
自
転
車
保
険
に
加
入
し

ま
し
ょ
う
。

　

Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク
等
、
自
転
車
事
故
の
損
害
賠

労
働
者
を
本
市
に
移
住
さ
せ
テ
レ
ワ
ー
ク
を

行
う
企
業　

個
人
事
業
者
…
県
外
か
ら
本
市

に
移
住
し
事
務
所
を
設
け
て
事
業
を
開
始
す

る
方
で
、
移
住
後
、
本
市
に
１
か
月
以
上
居

住
し
テ
レ
ワ
ー
ク
に
よ
り
県
外
事
業
者
と
取

引
を
行
う
方　

■
補
助
率　

対
象
経
費
の
４

分
の
１　

■
対
象
経
費
・
補
助
上
限
額　

通

信
環
境
整
備
費
（
1
万
５
、
０
０
０
円
）、

通
信
費
（
月
額
１
、
２
５
０
円
）、
在
宅
勤

務
に
係
る
手
当
（
一
時
金
〈
１
回
５
万
４
、

０
０
０
円
〉、
毎
月
払
〈
月
額
４
、
５
０
０

円
〉）、
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
使
用
料
（
月
額
３
、

０
０
０
円
）、本
社
等
へ
の
出
張
交
通
費
（
３

万
円
）　

■申
本
所
地
域
振
興
課
☎
内
線
５
８

6　

■他
市
HP

農
薬
は
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う

　

農
薬
を
使
用
す
る
と
き
は
、
マ
ス
ク
や
ゴ

ム
手
袋
を
着
用
し
、
使
用
法
・
使
用
量
を
守

り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
風
向
き
等
に
注
意
し
、

住
宅
地
等
へ
の
飛
散
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
農
政
課
☎
内
線
５
５
４
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
産
業
建
設
課
へ

農
地
中
間
管
理
事
業
に
よ
る
農
用

地
等
の
借
り
手
を
募
集
し
ま
す

　

農
業
経
営
の
規
模
拡
大
や
新
規
就
農
等
を

計
画
し
、
農
地
中
間
管
理
機
構
か
ら
の
農
用

地
等
の
借
受
け
を
新
た
に
希
望
す
る
方
を
募

集
し
ま
す
。

■
募
集
対
象
区
域　

市
全
域　

■申
来
年
２
月

28
日
○月
ま
で
農
業
委
員
会
事
務
局
（
藤
島
庁

舎
）
☎
64
‐
５
８
６
０
、
農
業
委
員
会
各
分

瀬
地
内
）、降
矢
川（
中
山
地
内
）、藤
倉
川（
中

山
地
内
）、大
戸
川
（
大
広
～
国
道
７
号
〈
大

荒
〉）】、藤
島
地
域【
藤
島
川
】、羽
黒
地
域【
藤

島
川
、
今
野
川
、
黒
瀬
川
、
小
黒
川
】、
朝

日
地
域
【
赤
川
、
上
田
沢
川
、
青
竜
川
、
倉

沢
川
、
戸
沢
川
ほ
か
】、
温
海
地
域
【
五
十
川
、

温
海
川
、
庄
内
小
国
川
、
鼠
ヶ
関
川
ほ
か
】　

▽
午
前
８
時
～
正
午
…
鶴
岡
地
域
【
新
内
川

右
岸
（
月
見
橋
～
長
者
大
橋
）】　

■問
本
所
土

木
課
☎
内
線
４
４
８
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
産

業
建
設
課
へ

■
海
岸
一
斉
清
掃
（
日
時
・
清
掃
区
域
）

▼
７
月
４
日
○日　

▽
午
前
６
時
～
８
時
…
浜

千
鳥
海
岸
～
鼠
ヶ
関
海
岸　

▽
午
前
６
時
～

７
時
…
三
瀬
海
岸　

▽
午
前
６
時
30
分
～
８

時
30
分
…
加
茂
海
岸　

▼
７
月
11
日
○日　

▽

午
前
６
時
～
７
時
…
小
波
渡
海
岸　

■問
海
岸

地
域
の
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

ご
み
の
ポ
イ
捨
て
は
不
法
投

棄
で
す

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
空
き

缶
、
た
ば
こ
の
吸
い
殻
な

ど
の
ポ
イ
捨
て
は
不
法
投

棄
と
な
り
ま
す
。
不
法
投

棄
は
、
重
大
な
犯
罪
と
し

て
５
年
以
下
の
懲
役
も
し

く
は
１
、
０
０
０
万
円
以

下
（
会
社
・
団
体
等
が
行
っ
た
場
合
は
３
億

円
以
下
）
の
罰
金
ま
た
は
こ
の
両
方
が
科
せ

ら
れ
ま
す
。

■問
廃
棄
物
対
策
課
内
「
鶴
岡
市
不
法
投
棄
監

視
通
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
事
務
局
☎
22
‐
２

８
４
８
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多
額
の
会
費
・
義
援
金
を
お
寄
せ
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ご
協
力
い

た
だ
い
た
全
額
を
日
本
赤
十
字
社
山
形
県
支

部
に
送
金
し
ま
し
た
。
国
内
外
で
の
災
害
対

応
、
復
興
支
援
、
防
災
活
動
な
ど
に
有
効
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

▽
災
害
等
資
金
積
立
金
会
計　

■
令
和
２
年

度
末
積
立
金
残
高　

２
０
９
万
５
、
８
５
７

円▽
会
計
決
算

■問
本
所
福
祉
課
☎
内
線
２
７
２

市
民
生
活
に
も
深
く
浸
透
し
、
そ
の
安
全
確

保
の
重
要
性
は
増
大
し
て
い
ま
す
。

　

危
険
物
施
設
で
の
火
災
・
流
出
事
故
が
懸

念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
危
険
物
を
取
り
扱
う

事
業
所
は
、
自
主
保
安
体
制
を
再
確
認
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん
も
灯
油
な

ど
の
危
険
物
を
取
り
扱
う
場
合
は
流
出
さ
せ

な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■問
消
防
本
部
予
防
課
☎
22
‐
８
３
３
２

６
月
23
日
～
29
日
は
男
女
共

同
参
画
週
間

　

今
年
度
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
「
女
だ

か
ら
、
男
だ
か
ら
、
で
は
な
く
、
私
だ
か
ら
、

の
時
代
へ
。」。
男
性
と
女
性
が
、
職
場
で
、

学
校
で
、
地
域
で
、
家
庭
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き
る
男
女
共
同
参
画

社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
市
民
一
人
ひ

と
り
の
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。
私
た
ち
の

周
り
の
男
女
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い

て
、
こ
の
機
会
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

■問
本
所
政
策
企
画
課
☎
内
線
５
６
５

日
本
赤
十
字
社
鶴
岡
市
地
区
か

ら
の
お
知
ら
せ

▼
６
月
・
７
月
は
「
会
員
増
強
運
動
月
間
」　

期
間
中
、
会
員
加
入
と
会
費
の
増
収
に
向
け

て
活
動
し
ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▼
決
算
・
活
動
報
告　

▽
会
費
収
納
会
計　

■
会
費
合
計　

２
、
２

５
４
万
８
、
９
１
６
円　

■
会
員
数　

個
人

…
２
万
９
、
５
８
７
人　

法
人
…
５
５
５
件　

▽
義
援
金
収
納
合
計　

■
義
援
金
合
計　

19

万
３
、
０
１
３
円　

か
ら
頂
く
水
道
料
金
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
私
た
ち
の
生
活
や
産
業
活
動

に
不
可
欠
な
水
道
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

■問
上
下
水
道
部
総
務
課
☎
23
‐
７
７
３
１

浄
化
槽
の
保
守
点
検
・
清
掃
、

法
定
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

浄
化
槽
を
お
持
ち
の
方（
浄
化
槽
管
理
者
）

は
、
浄
化
槽
保
守
点
検
業
者
に
よ
る
保
守
点

検
や
浄
化
槽
清
掃
許
可
業
者
に
よ
る
清
掃
の

ほ
か
、
県
の
指
定
検
査
機
関
（
山
形
県
水
質

保
全
協
会
☎
０
２
３
７
‐
48
‐
２
４
６
９
）

に
よ
る
年
１
回
の
法
定
検
査
を
受
け
る
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
水
環
境
を
守

る
た
め
必
ず
実
施
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■問
上
下
水
道
部
下
水
道
課
☎
25
‐
５
８
６
０

メ
ロ
ン
が
旬
を
迎
え
ま
す
！�

７
月
６
日
は
庄
内
砂
丘
メ
ロ
ン
の
日

　

庄
内
砂
丘
メ
ロ
ン
は
、
毎
年
、
全
国
各
地

に
約
２
、
８
０
０
ｔ
出
荷
す
る
鶴
岡
市
が
誇

る
特
産
物
で
す
。
収
穫
の
最
盛
期
が
７
月
で
、

数
字
の
「
６
」
が
メ
ロ
ン
の
形
に
似
て
い
る

こ
と
か
ら
、
市
で
は
７
月
６
日
を
庄
内
砂
丘

メ
ロ
ン
の
日
と
定
め
て
い
ま
す
。
甘
く
て
み

ず
み
ず
し
い
地
元
の
旬
の
味
覚
を
楽
し
ん
で

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

■問
本
所
農
政
課
☎
内
線
５
５
３

事
故
ゼ
ロ
へ�

ト
ラ
イ
重
ね
る�

ワ
ン
チ
ー
ム�

６
月
６
日
～
12
日
は
危
険
物
安
全
週
間

　

石
油
類
を
は
じ
め
と
す
る
危
険
物
は
、
事

業
所
等
で
幅
広
く
利
用
さ
れ
る
と
と
も
に
、

室
ま
た
は
Ｊ
Ａ
鶴
岡
・
庄
内
た
が
わ
各
支
所

へ　

■他
市
HP

６
月
は
土
砂
災
害
防
止
月
間

　

６
月
は
雨
の
日
が
多
く
、
土
砂
崩
れ
等
の

災
害
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
気
象
情

報
に
注
意
す
る
と
と
も
に
、
自
宅
の
裏
山
を

見
回
る
な
ど
身
の
周
り
に
危
険
な
箇
所
が
な

い
か
点
検
し
、
被
害
の
未
然
防
止
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
６
３
８

６
月
は
環
境
月
間�

６
月
５
日
は
環
境
の
日

　

環
境
問
題
は
誰
か
が
解
決
し
て
く
れ
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン

を
設
置
す
る
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
心
掛
け
る
、

き
ち
ん
と
ご
み
の
分
別
を
す
る
、
で
き
る
だ

け
宅
配
便
を
１
回
で
受
け
取
る
な
ど
、
一
つ

ひ
と
つ
は
小
さ
な
こ
と
で
も
み
ん
な
で
取
り

組
む
と
大
き
な
結
果
に
つ
な
が
り
ま
す
。
身

近
で
で
き
る
環
境
に
優
し
い
こ
と
か
ら
一
緒

に
始
め
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
環
境
課
☎
内
線
７
２
０

生
活
も�

ウ
イ
ル
ス
予
防
も�

蛇
口
か
ら�

６
月
１
日
～
７
日
は
水
道
週
間

　

鶴
岡
市
水
道
事
業

は
、
本
市
と
三
川
町

に
１
日
平
均
４
万
４
、

３
２
２
㎥
の
水
を
供

給
し
て
い
ま
す
。
こ

の
大
量
の
水
を
送
る
水
道
事
業
は
、
皆
さ
ん
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県支部支出金
41万円

鶴岡市地区会計

歳 入
464万1,163円

鶴岡市地区会計

歳 出
464万1,163円電算システム・

消耗品等事務費
131万7,649円

人件費
53万6,027円

自治会等への
交付金

（収納額の９％）
191万6,271円

海浜救護所助成金
２万5,000円

県支部交付金
388万1,765円

積立金取崩額
34万9,398円

日赤奉仕団・JRC・
献血助成金
41万円

地区運営協議会費
17万2,081円

災害見舞金等
26万4,135円

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。


